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麻生区の現況 

（１）人口・世帯の状況 

① 総人口と１世帯当たり人員の推移 

本区の人口は、令和２年に18万人を超えましたが、令和３年をピークに減少傾向に

転じています。 

一方、１世帯当たり人員は令和５年から2.20人程度で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：川崎市統計情報「川崎市の世帯数・人口」（各年10月１日現在、令和７年は国勢調査の速報値、 
令和８年は４月１日現在） 

 

 

② 年齢３区分別人口構成の推移 

本区の年齢３区分別人口*構成は、老年人口割合（65歳以上）が上昇を続け、令和

６年10月１日現在25.2％となり、平成29年から2.1ポイント高くなっています。一方、

年少人口割合（０～14歳）は低下しており、令和６年10月１日現在11.6％となり、平

成29年から1.6ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：川崎市統計情報「長期時系列データ（年齢別人口）」（各年10月１日現在） 

 

 
 
* 年齢３区分別人口：年少人口は０～14歳以下、生産年齢人口は15～64歳、老年人口は65歳以上の人口のことです。 
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③ 区別年齢３区分別人口構成 

年齢３区分別人口構成を区別に見ると、本区は老年人口割合が最も高く、生産年齢

人口割合が最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：川崎市統計情報「年齢別人口」（令和６年10月１日現在） 

 

④ 人口ピラミッド 

本区の人口を年齢ごとに表した人口ピラミッドは、「51～55歳」を中心とした張り

出しが大きくなっています。 

また、性別人口をみると女性が男性の人口を上回っています。 
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75歳以上 

後期高齢者 

65～74歳 

前期高齢者 

男性：86,892人 女性:93,462人 

資料：川崎市統計情報「年齢別人口」（令和６年10月１日現在） 
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⑤ 将来推計人口 

【年齢３区分別推計人口】 

令和７（2025）年５月の「川

崎市総合計画改定に向けた将

来人口推計」によると、本区の

総人口は、令和２（2020）年頃

をピークに減少過程に移行す

ると推計されています。 

老年人口は当面増加を続

け、令和27（2045）年頃にピ

ークを迎えると推計されて

います。 

 

 

一方、一般世帯数は令和17

（2035）年頃まで増加し、それ

以降は減少過程に移行する

と推計されています。 

 

 

 

 

 

 

【各区別推計人口】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料：「川崎市総合計画改定に向けた将来人口推計」令和７（2025）年５月 川崎市総務企画局 

【一般世帯数推計】 
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【本区における人口ピラミッドの変化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：川崎市統計情報「年齢別人口」（令和６年10月1日現在） 
「川崎市総合計画改定に向けた将来人口推計」令和７年５月 川崎市総務企画局 
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⑥ 出生数・出生率の推移 

出生数は、平成30年以降減少が続き、令和５年は1,041人となっています。出生率

（人口千対）についても平成29年の7.3‰から低下し、令和５年には5.8‰となってお

り、市全体より低く推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：川崎市統計書（Ⅲ-12表 出生・死亡・婚姻・離婚数の推移） 

※‰（パーミル）＝千分率（1,000分の1を1とする。） 

 

 

⑦ 外国人住民人口の推移 

本区の外国人住民人口は、市内では最も少ないものの、おおむね増加傾向にあり、

令和７年には4,242人となっており、平成29年から1,877人増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：川崎市統計情報「管区別年齢別外国人住民人口」（各年９月30日現在）   
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（２）高齢者福祉関係の統計 

① 要支援・要介護認定者数（第１号被保険者）の推移 

本区の要介護・要支援認定者数は、高齢化の進行とともに増加しており、令和

６年度は平成29年度から1,626人増え、8,445人となっています。 

また、認定率は平成29年度の17.1％から19.5％に上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：川崎市統計書（ⅩⅥ-29表 介護保険の概況）（各年度末） 
※認定率：第１号要介護・要支援認定者数／第１号被保険者数 

 

 

② 老人クラブの会員数等の推移 

高齢者人口は増加している一方で、老人クラブのクラブ数、会員数ともに減少傾向

にあります。 

本区の老人クラブ数は、平成29年度から８クラブ減少し、令和７年度は20クラブと

なっています。会員数は、令和６年度には1,000人を割り込み、令和７年度は961人と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：川崎市統計書（ⅩⅥ-21表 老人クラブの状況）（各年度４月１日現在）   
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（３）障害者福祉関係の統計 

本区の知的障害者数、精神障害者数（精神障害者保健福祉手帳所持者）は、いずれ

も増加傾向となっており、特に精神障害者数は平成29年度から882人増加しています。

自立支援医療受給者数は、令和３年度に一旦減少しましたが、その後は増加傾向とな

っています。一方、身体障害者数（身体障害者手帳所持者）は、令和３年度以降は減

少傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：川崎市統計書（ⅩⅥ-20表 障害者の概況）（各年度末）、 

自立支援医療受給者数は川崎市健康福祉年報（保健統計6-6 精神保健） 
※知的障害者数は判定のみ受けて手帳を所持していない者も含む。 
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（４）各種団体関連・その他統計 

① 町内会･自治会等加入率の推移 

本区の町内会・自治会等の加入率は低下傾向となっており、令和７年度は57.8％と

なっています。区別に見ると、本区は幸区、中原区に次いで３番目に高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
単位：％ 

 
平成 

29年度 
 

30年度 
令和 

元年度 
 

2年度 
 

3年度 
 

4年度 
 

5年度 
 

6年度 
 

7年度 

川崎市 62.1 61.1 60.2 59.0 58.4 57.7 56.9 55.9 54.7 

川崎区 57.4 55.8 54.4 53.7 52.1 52.1 50.8 49.3 48.5 

幸区 68.5 67.5 66.7 65.2 66.9 66.4 67.0 64.6 63.7 

中原区 66.8 65.5 64.6 62.9 62.0 61.2 60.4 59.9 58.6 

高津区 61.2 60.8 59.9 59.2 58.3 57.5 56.8 56.0 54.7 

宮前区 63.3 62.3 62.5 60.6 60.0 58.9 58.2 57.5 56.3 

多摩区 54.7 53.6 52.3 51.5 51.1 50.3 49.0 48.3 47.3 

麻生区 65.6 64.6 63.6 62.5 62.1 61.3 59.8 59.0 57.8 

資料：川崎市統計書（ⅩⅣ-21表 住民組織加入状況）（各年度４月１日現在） 
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② 民生委員児童委員数等の推移 

本区の民生委員児童委員の１委員当たり受持ち世帯数は、令和５年、令和６年は減

少しましたが、令和７年は再び増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：川崎市統計書（ⅩⅥ-24表 民生委員・児童委員の概況）（各年４月１日現在） 

 

 

③ 生活保護*受給世帯数・保護率の推移 

本区の被保護実世帯数は、平成30年度から令和５年度まで1,500世帯を下回ってい

ましたが、令和６年度に1,502世帯となっています。人員保護率は市全体より低く推

移しており、令和６年度は10.09‰となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：川崎市統計書（ⅩⅥ-11表 生活保護の概況）（各年度月平均） 
（注）人員保護率は毎月１日現在の推計人口1,000人に対する実人員の率を月平均にしたもの。 

 

 

 

 

 
 
* 生活保護：家計を支えていた人が亡くなったり、病気やケガ、高齢や障害など何らかの事情により収入が途絶

えたりして生活が困難となった場合、その困窮の程度に応じて必要な保護を行って、最低限度の生

活の保障とともに、その自立の手助けをすることを目的とした制度です。健康で文化的な最低限度

の生活を行う権利は日本国憲法に定められています。 
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○麻生区の就業構造について（参考）    ＜令和7年度 第2回会議資料より再掲＞ 

・ 高齢者における就業者の割合について、年代別に比較すると、全体的に就業者の割合が 

増加している。特に60代の増加が著しく、年金の受給年齢に達しても働き続けている方が 

多いことがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

・子育て世代の女性の就業者の割合について、年代別に比較すると、ライフステージが変化して

も働き続ける女性が多いことがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人、％）

人口 就業者数 割合 人口 就業者数 割合 人口 就業者数 割合

20～24歳 5,386 3,117 57.9% 4,432 2,572 58.0% 4,347 2,920 67.2%

25～29歳 5,955 4,007 67.3% 4,050 3,056 75.5% 3,513 2,988 85.1%

30～34歳 5,811 2,789 48.0% 5,035 3,027 60.1% 3,448 2,635 76.4%

35～39歳 4,915 2,177 44.3% 6,420 3,444 53.6% 4,043 2,799 69.2%

40～44歳 4,389 2,220 50.6% 6,116 3,417 55.9% 4,993 3,573 71.6%

45～49歳 4,790 2,638 55.1% 5,245 3,327 63.4% 6,242 4,545 72.8%

※人口（労働力状態不詳除く）に対する就業者の割合

2020年
年齢

2000年 20１0年

（人、％）

人口 就業者数 割合 人口 就業者数 割合 人口 就業者数 割合

５０～５４ 11,438 8,296 72.5% 8,948 6,932 77.5% 11,586 9,636 83.2%

５５～５９ 9,721 6,573 67.6% 8,786 6,324 72.0% 9,929 7,948 80.0%

６０～６４ 7,952 3,796 47.7% 11,111 6,081 54.7% 8,246 5,751 69.7%

６５～６９ 6,544 2,074 31.7% 9,158 3,315 36.2% 7,759 3,606 46.5%

７０～７４ 4,651 902 19.4% 7,117 1,483 20.8% 9,019 2,704 30.0%

７５～７９ 2,932 371 12.7% 5,797 648 11.2% 6,936 1,197 17.3%

※人口（労働力状態不詳除く）に対する就業者の割合

年齢
2000年 20１0年 2020年

「平成12年、平成22年、令和2年 国勢調査（麻生区）」を基に作成 

72.5%
67.6%

47.7%

31.7%

19.4%

12.7%

77.5%
72.0%

54.7%

36.2%

20.8%

11.2%

83.2%
80.0%

69.7%

46.5%

30.0%

17.3%

10.0%

30.0%

50.0%

70.0%

90.0%

５０〜５４ ５５〜５９ ６０〜６４ ６５〜６９ ７０〜７４ ７５〜７９

2000 2010 2020
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○麻生区における高齢者の一人暮らし世帯（単独世帯）の状況 

全世代の単独世帯の割合は16.0％であり、20代と高齢者層について、ひとり暮らしの割合

が高い傾向がみられた。特に女性の場合は、70歳から急激な増加がみられ、90歳前半で5割

近くに達している。また、人数でみても、70代、80代の女性の一人暮らしは5歳当たり約

1,000人と、男性の２～３倍にのぼっている。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 男女合計 男性 女性 

 年齢 人数 単独世帯 割合 人数 単独世

帯 

割合 人数 単独世帯 割合 

60～64歳 9,543 1,311 13.7% 4,722 707 15.0% 4,821 604 12.5% 

65～69歳 8,920 1,310 14.7% 4,217 622 14.7% 4,703 688 14.6% 

70～74歳 10,563 1,659 15.7% 4,836 637 13.2% 5,727 1,022 17.8% 

75～79歳 8,311 1,435 17.3% 3,792 398 10.5% 4,519 1,037 22.9% 

80～84歳 5,958 1,368 23.0% 2,650 292 11.0% 3,308 1,076 32.5% 

85～89歳 3,696 1,150 31.1% 1,506 232 15.4% 2,190 918 41.9% 

90～94歳 1,410 543 38.5% 510 116 22.7% 900 427 47.4% 

95～99歳 277 111 40.1% 87 25 28.7% 190 86 45.3% 

100歳以上 34 10 29.4% 7 0 0.0% 27 10 37.0% 

全世代 176,702 28,255 16.0% 86,097 14,201 16.5% 90,605 14,054 15.5% 

（人、％） 麻生区におけるひとり暮らし世帯の割合 

令和２年国勢調査 人口等基本集計(麻生区）を基に作成 

 



 資料４‐２







































































































 資料４－３


